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マダイ放流魚の胃内容物の特徴

山崎明人 田中種雄

Stomach Contents Characteristics of .Artifially Produced Red Sea Bream PaglUs major 

Released for Stock Enhancement Program 

Akihito YAMAZAKl and Taneo TANAKA 

Abslracl 

Stomach contents characteristics of artificially produced red sea bream， PaglUs 11悶'JO:ιreleasedfor stock 

enhancement program was examined by occurence method in the coastal a阻 aof Chiba prefecture ]apan 

Fork length of the examined fishes was 100-400mm (age 1 -4) 

Rate of individuals with stomach contents and stomach contents weight index had a tedency to decrease 

in winter. Many kinds of organisms (9 Phylums， 12 classes) occurred in the stomach contents and 

CRUSTACEA (60.66%) was dominant. These facts show euryphagy and importance of CRUSTACEA 

as the prey. Occurrences of Amphipoda， Natantia， Anomura and Brachyura varied with田aareas， seasons 

and sizes of the fish. Comparison between this results and another results of the natural fishes suggests 

that theおedinghabit of the artificially produced fish (age 1 -4) is similar to that of the natural fish. 

はじめに

全国的にマダイの種苗放流による資源培養の試みが

盛んに行われており，千葉県でも1982年から現在まで

毎年50万尾前後の穫苗放流が継続されている。

放流された種苗を漁業資源に効率的に添加させ，最

大限に利用するためには，放流方法や漁業管理方法を

検討し，改善していかねばならない。このためには，

放流後の移動・成長・摂餌などの生態や再捕実態の把

握が不可欠である。

特に摂餌は生態的に非常に重要であり，放流魚の場

合は天然海への頗応状態を示す指標の一つであると考

える。

マダイの食性に関する調査報告は多く，食性.Z.12)食

性の季節変化，)成長に伴う食性の変化， 餌生物およ

びマダイの分布と食性との関係了}種ぱ.種蒔Bら餌

生物をめぐる関係などがある。これらはいずれも対象

を天然魚としているか，あるいは天然魚と放流魚を区

別せずに解析を行っている。わずかに高場)が瀬戸内

海において天然魚と放流魚を区分して食性の比較を行っ

ているが，千葉県沿岸海域と生息環境が異なる可能性

もある。

また，これらの報告のほとんどが当歳から 1歳魚、を

対象としており， これ以上の個体についての

報告は少ない。

本報告では，種苗放流に由来する 1-4歳のマダイ

の胃内容物を調査し，分類群ごとの出現頻度により，

海域，季節，大きさ別食伎の特徴把握を目的とした。

報告に先立ち，熱心な御校閲を頂いた千葉県栽培漁

業センター鳥羽光靖研究員に感謝申し上げる。

材料および方法

材料の入手方法

Fig. 1に示した萩生，勝山，富山，富浦，館山船形，

白子瀬戸，和田，江見，鵜川，大原の10市場で， 1985 

年4月から1990年3月まで，漁獲物の中から放流魚と
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Fish markets whe陀 released-recapturedred 

田abream Pagl7ls ma j印 werepurchased in 

this study (closed circle) and their major 

fishing grounds (hatched area， A -D). 
A， The NOlih of Naibo; B， The South of 
Naibo; C， The East of Awa; D， Isumi. 
Broken line， one pointed chain line and 
two pointed chain line show 50， 100 and 
200m depth line respectively 

買い取りを行った市場(黒丸)と海域別漁場

(斜線部， A-D)の{立置

A:内房北部、 B:内房南部、 C:東安房、 D:夷隅
破線、 1点鎖線、 2点鎖線はそれぞれ50、100、200m
の等深線を示す。

考えられる個体のべ976個体を買い取った。放流魚は，
14.15) 1S人>6'

標識，標識脱落痕，鼻孔踊皮欠損， 日間，鰭変形のいず

れかが確認された個体とした。なお，それぞれの市場

での漁獲方法，標本数，大きさをTableHこ示した。

市場での買い取り時の漁獲物は，標識魚では 20-

5
0

C前後の冷凍庫で1-2週間保存したもの，標識脱

落魚および鼻孔隔皮欠損魚では当日漁獲し氷冷したも

のの 2種類であった。市場から実験室までは全て氷冷

して輸送し解剖に供した。

測定方法

魚体重および尾叉長の測定後，腹部を切開し胃を取

り出し，胃の全内容物をシャーレに絞り出し，その重

量を測定した。内容物が液体のみの場合には胃内容物

が無いものとみなL，重量を0とした。その後，水道

水を加え，内容物を検鏡し，動物群を同定記録した。

取り出した胃内容物はi由化が進んでいる場合が多く，

摂餌された生物の分類群別の伺体数や重量を測定する

ことはできなかった。

解析方法

調査資料から，摂餌個体数苦手j合，胃充満度指数およ

び摂餌生物の個体ごとの出現頻度を求めた。まず，摂

餌個体数の割合を求め，さらに，大きさの異なる個体

問での比較を行うため，摂餌個体について胃充満度指

数を下式により計算した。

TI=TW/(FL) 3XI07 

ただし，TIは胃充満度指数， TWは胃内容物重量(g)， 

FL(叩)は尾叉長である。

出現頻度は分類群ごとに下式により計算した。

Fk (%) =m1NXI00 

ただし， Fkは餌料生物kめ出現頻度， mはkの出現し

たマダイの個体数， NI主総調査個体数である。

食性の表現法には，胃内容物の組成としての表現と，

胃内に出現する率による表現の 2つがある。本報告

では分類群別の重量などが測定できなかったので， {走

者に属する出現頻度により集計を行った。

解析の単位は，海域，季節，大きさごとにそれぞれ

いくつかに区分した。海域による区分では，萩生を内

房北部，勝山・寓山・富浦・館山船形を内房南部，白

子瀬戸・和田・江見・鴨川を東安房，大原を夷隅とし

た(Fig，1)。季節による区分では，漁獲日を基準とし

て， 1-3月を冬期， 4-6月を春期， 7 -9月を夏

期， 10-12月を秋期とした。大きさによる区分では，

尾叉長を基準として， 100剛以上200皿未満を小型， 200 

mm以上300mm未満を中型，300回以上400mm未満を大型

とした。この大きさを年齢と対応させると小型が1-

2歳，中型が2-3歳，大型が3-4歳となる。

解析単位別の測定個体数をAppendixTableに示し

た。

結果

摂餌個体数割合(Fig，2) 

摂餌個体数割合は，全体では61%であった。海域開

で比較すると，内房で低く(北部:49%，南部:41%)， 

外房の東安房(72%)および夷隅(74%)で高い傾向が認

められた。季節では，冬期(35%)が極端に低く，その

他の季節はは60%前後と高い傾向が認められた。大き

さでは，小型の個体ほど高く (75%)，大型になるにつ

れ低くなる (46%)傾向があった。
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Number and Fork length range of examined red sea bream Pagl7ls mの山 used

for stomach contents analysis from Apl.， 1985 to Mar.， 1990 
Table 1 

標本の買い取りを行った市場および漁法別の個体数

Fork length (mm) No. of fish 
examined 

Fishing 

method 
Fish 
market 

Sea area 
Maximum sIze Minimum size 

383 

336 

103 

146 

313 
2 

GiIl net 

Unknown 

Hagyu North of Naibo 

364 

280 
366 

364 

116 

295 

131 

197 

364 

7

3

8

9

4

1

3

7

4
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m

M

m

u

m

m

お

鈎

3

3
幻

3

n

M

2

1

Set net 

GiIl net 

Unnknown 

Set net 

Anglin 

GiIl net 

Unknown 

Angling 

GiH net 

Katsuyama 

Tomiyama 

Tomiura 

South of Naibo 

Tateyamafunakata 

337 
146 

374 

313 

300 

380 
207 
114 

382 

286 

274 

7

6

0

6

0

1

0

4

0

9

9

 

9

4

0

7

0

2

4

1

0

0

1

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

 

9

1

4

3

3

9

2

1

6

8

8

 

2

7

4

1

 

。，b

Set net 
Angling 

Set net 

Angling 

Set net 

Gill net 

Unknown 

Angling 

Set net 

GiH net 
Unknown 

Shirakoseto 

Wada 

Emi 

Kamogawa 

East of Awa 

Longline 

Unknown 

Ohara 398 

378 

195 

332 

129 
3 

Isumi 

398 100 976 Total 

12網にわたる，広範囲の動物群が出現した。出現した

分類群の中で，節足動物門(ARTHROPODA)甲殻網

(CRUSTACEA)が卓越しており，出現頻度は46%に

達した。中でも十脚日 (Decapoda)に属する短尾類

(Brachyura) (22 %)と端脚日 (Ampipoda)に属するワ

レカラ科(Caprellidae)(13%)の出現頻度が比較的高

かった。

この他，硬骨魚網(CHONDRICHTHYES)(7 %)， 

軟体動物門(MOLLUSCA)( 6 %)，練皮動物門(ECHI

NODERMATA) (5 %)，多毛網(POLYCHAETA)

(5 %)の頗であった。

海域間の比較では，甲殻網の出現頻度が外房の東安

胃充満度指数組成(Fig.3) 

胃充満度指数は，海域間で比較すると， 10以下では

大きな差は認められなかったが，内房南部では指数10

以上の個体が比較的多く出現した。季節では，冬期に

指数4以下の個体が多く出現する傾向がみられた。反

面，指数8以上の伺体も出現したが，冬期では調査個

体数が少なく (AppendixTable)，詳細は不明である。

大きさでは，大型になるにつれ指数が低い個体が多く

なり，摂餌個体の割合と同様の傾向が認められた。

出現動物群と頻度(Table2， Fig. 4) 

種まで同定できた個体はわずかで，ほとんどは日以

上の伺定までにとどまった。宵内容物からは計9門，
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ことが特徴的であった。

大きさでは，短尾類には顕著な差は認められなかっ

たが，長尾類および異尾類は大型になるほど多く出現

する傾向があった。これに反し，端脚日は小型個体で

非常に多く出現し，中型と大型・では少なかった。

察

宵内容物の特徴としては， 9門12縞にわたる広範囲

の動物群が確認され，特に甲殻綱が卓越していること

があげられ，この中でも短尾類・ワレカラ科がかなり

多く出現している。これより広食性魚類であると同時

に餌科生物として甲殻綱が重要であると推察される。

本報告と同程度の大きさの個体を調査した報告では，

島本・渡辺が，摂餌の対象が8動物門にわたる広範

囲の動物群であり，主な動物群は犠脚類(Copepoda)・

端脚類・長尾類であると述べている。また，木曾は，

未成魚期を通じて多毛網・短尾類・遊泳類(Natantia)

が主要な餌となっており， トピムシ類(Gammaridea)・

考
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房・夷隅海域で60%前後とかなり高く，内房海域では

20-30%と比較的低い(Fig.4)。この他，内房南部お

よひ東安房海域では硬骨魚、網が10%以上出現したこと

が特徴的であった。

季節では，春期・夏期・秋期では甲殻網が多く出現

する似通った出現状況であったが，冬期には甲殻網が

全く出現しなかった。

大きさでは，出現状況に極端な差は認められなかっ

た。

全体を通して最も多く出現した節足動物門について，

さらに下位の分類群まで示したものがFig.5である。

海域間の比較では，十脚日のうち，短尾類はどの海

域でも多く出現したが，他の海域と比較して，内房北

部では長尾類(MaclUra)が，夷隅では異尾類(Anomura)

が比較的多く出現した。この他，端脚目は東安房のみ

で非常に多く出現し，そのほとんどはワレカヲ科に属

した。

季節では，端脚日は春期および夏期lに多く出現する
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Rete of released-recaptured red sea breams Pagllls }}回rjorwith 

stomach contents(・)and empty stomach (口)
North of Naibo， South of Naibo， East of Awa and Isumi; 
sampling sea area (sea Fig. 1) 

Winter， Feb. -Apr; Spring， May-July; Summer， Aug.一Oct.; 

Autumn， Nov. -Jan. 
Small Size， 100孟ForkLength (剛)く200;
Medium Size， 200孟FL<300;Large Size， 

Fig. 2 

300孟FL<400

摂餌個体(・)および空胃個体(口)の割合
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で放流されているため，本研究で取り扱った 1-4歳

魚はすべて放流後半年以上が経過していることになる。
nl 

したがって，胃内容物の特徴や高場の結果を考えあ

わせると本調査海域の 1-4歳の放流マダイは天然魚

と同様の食性を持ち，野生化している可能性が高いと

考えられる。

海域間の出現頻度では，甲殻縞の重要性という点、で

は一致したものの，これに属する動物群聞の出現傾向
31 

にばらつきがみられた。前述の島本・渡辺および木

曾7ゐ結果でも海域開で同様の差異がある。また，当
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Taxonomic occurrence of the preys in the 

stomach contents of主eleased町田pturedred 

sea bream Pagurus附句01"in the sea area 

(upper)， in the season (middle)， in the size 

of the fish (lower) . 

Sea area， see Fig. 1; season and size see 
explanation in Fig. 2. 

分類群別胃内容物出現頻度割合
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j<i-equency dustribution of stomach contents 

weight index (SCWI) in released-白captured

red sea bream Pagrus major in the sea 

世田(up胆r)，in the season (middle)， in the 
size of the fish (lower) . 
SCWI=Stmach contents weight(g)j 

!Fork length (皿)j 3 X107 •

Sampling sea af88， see Fig. 1; sampling 

period and si田， see explanation in Fig， 2目

胃充満度指数の組成

アミ類(Mysidacea)・蛇尾類(Ophiuroidea)などがこ

れに次いで多く利用されているとしている。このよう

に他の海域における天然魚も含めた結果と比較しても，

広食性と甲殻類の重要性という点で同様の結果が得ら

れた。

高場)は放流直後から半年間放流魚と天然魚を追跡

し，その胃内容物組成を調べ，天然j魚と同様の食牲を

持つようになる時期を把握し，放流魚は放流後1ヵ月

以内に野生化するとしている。千葉県ではO.5歳前後

ji白ココ

-10 20 

STOMACH CONTENTS WEIGHT INDEX 

ii〔』』

Fig. 3 
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Table 2 Taxonomic occurrence of the prey in the stomach contents of released-recaptured 
red sea bream Pagnls lIeのorand number of fish examined 

胃内容物の分類群別出現頻度およひ溺査個体数

Taxon 

CNIDARIA(刺胞動物門)
HIDOROZOA(ヒドロ虫綱)
TENTACULATA(触手動物門)
BRYOZOA(苔虫網)
MOLLUSCA(軟体動物門)
GASTROPODA(腹足網)
Archaeogastropoda (原始腹足日)
FissurelIirlae (スカシフゲイ手十)
Scuhls S削"'削~(オトメガサガイ)

BIBALVIA(二枚貝網)
Pteriomorphia (翼形目)
Mytilidae (イヵーイ手十)

CEPH担 "OPODA(頭足網)
Decembrachiata (十腕形目)
Octobrachiata (八腕形目)

EHIURA(コームシ動物門)
ANNEL1DA(環形動物門)
POLYCHAETA(多毛網)
Phyllorlocida (サシノてゴカイ白)
Polynoidae (ゥロコムシ科)

ARTHROPODA(節足動物門)
CRUSTACEA(甲殻網)
OSTRACODA(貝虫亜網)
CIRRIPEDIA (蔓脚亜縞)
MALACOSTRACA (軟甲亜網)
Mysidacea(アミ目)
Cumacea(クマ目)
Isopoda(等脚目)
Idoteidae(へラムシ科)

Amphipoda(端脚目)
Caprellidae (ワレカラ芋り
白ρ'rellaacuti/ro1ls(?)レエラワレカラ)

Decapoda(寸t叩目)
Mac山田(長尾類)
Aristeinae (チヒロエピ科)
ArIstaeonwJpha foliac.回〈ツノナガチヒロエピ)
Alpheidae(テツポウエピ芋十)
Anomura(異尾類)
Upogebiidae (アナジャコ科)
Brachyura(短尾類)
Cacridae(イチョウガニ科)
Portunidae (オウギガニ科)

Stomatopoda (口脚目)
Squillidae (シャコ手斗)

ECHINODERMAT A (椋皮動物門)
STELLER01DEA  (星形絹)
ECHINOIDEA(ウニ網)
Clypeastroida (タコノマクラ目)
HOLOTHUROIDEA (ナマコ綱)
PROTOCHORDATA(原索動物)
UROCHORDATA(尾索網)、lERTEBRATA(脊椎動物門)
CHONDRICH"I百YES(硬骨魚網)
Cl upeiformes (ニシン目)
Clupeidae(ニシン芋日
品7rd，川ゆsmelm日'sticlus(マイワシ)
Engra ulididae (カタクチイワシ科)
Ellgraulis jatomcus(カタクチイワシ)

Perciformes (スズキ目)
Leiognathidae (ヒイラギ科)
Scombridae(斗jトノミ芋十)

No. of iish no prey、;vasfound 

Total 

Occurrence Occurrence (%) 

42 4.30 
42 4.30 
1 0.10 
1 0.10 
59 6.05 
5 0.51 
1 0.10 
1 0.10 
1 0.10 
19 1. 95 
11 1. 13 
11 1.13 
24 2.46 
23 2.36 
1 0.10 
2 0.20 
52 5.33 
52 5.33 
1 0.10 
1 o. 10 
453 46.41 
453 46.41 
3 0.31 
2 0.20 
445 45.59 
10 1.02 
3 0.31 
5 0.51 
1 0.10 
139 14.24 
130 13.32 
1 0.10 
282 28.89 
54 5.53 
l 0.10 
l 0.10 
1 0.10 
14 1. 43 
2 0.20 
214 21.93 
1 0.10 
1 0.10 
6 0.61 
6 0.61 
53 5.43 
30 3.07 
9 0.92 
1 0.10 
14 1. 43 
1 0.10 
1 0.10 
69 7.07 
69 7.07 
36 3.69 
33 3.38 
33 3.38 
3 0.31 
3 0.31 
3 0.31 
2 0.20 
1 0.10 
384 39.30 

976 100.00 
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Fig. 5 Taxonomic occurr田町 ofthe preys belong 

ing to ARTHROPODA in the stomach 

contents of released-recaptured red sea 
bream Pagnrs major in the田aarea (upper) ， 
in the season (middle)， in the size of the 
fish (lower) . 

Sea area， see Fig， 1; season and size， see 

explanation in Fig. 2 

節足動物門における分類群別胃内容物出現頻

度割合

歳魚では，岡田)が長尾類，島本・渡辺)が遊泳類，大

森みヮレカラ科およびトピムシ類，今ポ)がトピムシ

類の重要性を指摘しており，それぞれの海域で甲殻網
.) 

以下の分類群が異なっている。さらに，木曾は一つ

の湾内の複数の場所でマダイ当歳魚胃内容物および底

性生物を調査し，胃内容物と生息する生物との関係を

45 

比較検討した結果，小生息場所によりマダイの大きさ

および密度や餌となる生物の組成および量が異なるた

め，同時期に湾内で採捕されたマダイでも小生息場所

の違いによりその胃内容物は異なるとしている。

これらから，本調査における甲殻網に属する動物群

の出現傾向のばらつきも餌生物環境などの海域の特性

を反映したものと考えている。

冬期は特に摂餌個体が少なく，胃充満度指数も比較

的低い個体が多い結果が得られた。島本・渡辺)も11

月以降の冬期に摂餌個体と胃充満度指数の減少を報告

しており，冬期の低水温によるマダイの捕食行動およ

び餌科生物の活動の不活性化による遭遇機会の減少あ

るいは食欲の減退などにより摂餌条件が悪化するため

と考察している。

阪まは冬期の水温の低い年が続くと幼魚補給が悪

くなることを指摘し，島本・渡辺)は当歳魚の冬期の

摂餌量の減少および肥満度の低下から，冬期の摂餌条

件の悪化が当歳群の生き残りに影響を与えている可能

性を示唆している。

本結果では摂餌個体および胃充満度指数の減少はみ

られたれ季節別の肥満度を求めると2.22(春期)-2. 23 

(冬期)であり，年間を通じてほとんど変化はなく，

ここで取り上げた 1歳魚以上では冬期の低水温が生残

に影響しているとは考えにくい。また，摂餌{固体およ

び胃充満度指数の減少から摂餌量の減少が推測される

が，肥満度はこれを反映しておらず，この不一致の原

因は不明である。

要約

尾叉長100-400mm( 1 -4歳)のマダイ放流魚の胃内

容物を調蜜し，分類群ごとの出:m頻度により，海域別，

季節別，大きさ別の食住の特徴を明らかにすることを

試みた。

冬期は摂餌個体割合およひ、胃充満度指数が低下し，

摂餌量がi減少する傾向がみられた。

胃内容物からは9門12綱にわたる広範囲の動物群が

出現し，この中でも甲殻綱(CRUSTACEA)が卓越し

ており (60.66%)，マダイの広食性と甲殻網の重要性

を示唆している。甲殻綱に属する端脚目(Amphipoda)・

長尾類(Natantia)・異尾類似nomura)・短尾類(Bra→

chyura)の出現頻度は海域，季節，大きさ別で異なる

傾向がみられた。

{也の報告による天然魚を含めた調査と比較した結果，

キ山崎未発表資料肥満度=li毘重量(g)ー胃内容物重量(g)1/ I尾叉長(四)13X106 
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天然魚とほぼ同機の食性を保持していると考えられた。
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Appendix Table Taxonomic occurrence (%) of the preys in the stomach contents of 

released-recaptured red sea bream Pagms川aJorand no. of fish examined 

胃内容物の分類群別出現頻度割合(%)および調査個体数

Sea area傘 Sea田n'ー Size阜阜阜

Taxon 
Total NNouatibh o of SoNuatlh bo of bAswt a of IsumiWinter Spring Summer Autumn small Medium LargE 

間旧IARIA(割盟品物門) 4.30 0.32 1. 48 9.90 0∞ 2.70 4.55 7.29 0.57 7.78 2. 12 3.67 
H江田ROZOA(ヒドロ虫銅) 4.30 0.32 1.48 9卯 0∞ 2.70 4.55 7.29 0.57 7.78 2.12 3.67 
百 NTACULATA{蝕T島物門) 。10 。∞ 。ω 0.25 0∞ o∞ 。∞ 0.52 。∞ 0.29 O.∞ o∞ 
BRYOZOA('苦虫綱) 0.10 。∞ 。∞ 0.25 0叩 O.∞ O.∞ 0.52 O.∞ 0.29 0∞ o∞ 
MOl山 SCA(軟体畠拍門) 6.05 3.17 5.19 7.11 10.61 10.81 4.03 9.38 7.95 6.92 5.∞ 8.26 
GA訂 RO陀 DA俊足掛 0.51 0.95 O.冊 O.∞1.  52 0∞ 0.70 。ω 0.57 0朗 0.96 O.∞ 
Arrh墨田ga;(rr胆&(原邑喧足目) 0.10 O.∞ O.∞ O.∞ 0.76 O.∞ 札18 。∞ O.∞ o∞ 0.19 0∞ 
fu;皿、mdae(スカシガイl¥) 0.10 O.∞ O.∞ O.∞ 0.76 0∞ 0.18 。同 。∞ O.∞ 0.19 O.∞ 
&泊t5S町，おお(オトメガサガイ) 0.10 O.∞ 。∞ 。∞ 0.76 0∞ 0.18 。∞ 。加。∞ 0.19 0∞ 

到tBAL班A(二位貝綱) 1. 95 0.63 1. 48 2.79 3.03 0∞ 1. 05 4.69 2. 27 2. 88 O. 96 3. 67 
Pteri叩ぽ"pWa(翼彩目) 1.13 0.32 0.74 1.78 1. 52 O.∞ 0.53 3. 13 1.14 1.73 0.58 1幻
Mytilidaa(イガイ科) 1.13 0.32 0.74 1. 78 1.52 0∞ 0.53 3.13 1.14 1.73 0.58 1. 83 

CE問団LO問 DA0政足掛 2.46 0.63 1.48 4.31 2.27 8.11 2.10 3.13 1.70 3.46 1.73 2. 75 
!A'am祉'llehlata什携帯目) 2.36 0.63 1.48 4.31 1.52 8.11 2.10 3.13 1.14 3.46 1日 2.75
Octoocaduata(N磁形日) 0.10 O.∞ 。∞ O.∞ 0.76 0∞ O.∞ O.∞ 0.57 O.∞ 0.19 0ω 
回IU貼(ユムシ島市門) 0.20 。∞ 0.74 0.25 O.∞ o∞ 。∞ 。∞ 1.14 0.58 0∞ o∞ 
ANNELIDA(車形監拍門) 5.33 4.76 7.41 2.03 14.39 5.41 3.68 7.29 8.52 4.90 5.38 6.42 
同 LY口日ETA(多毛銅) 5.33 4.76 7.41 2.03 14.39 5.41 3.68 7.29 8.52 4.90 5.38 6.42 
Phyll吋配ida{サシパゴカイ目) 0.10 0.32 。∞ O.∞ O.∞ o∞ 。∞ 0.52 O.∞ O.∞ 0.19 0∞ 
Polynoid出(ウロコムシ科) 0.10 0.32 O.∞ 。∞ o∞ O.∞ 。∞ 0.52 。∞ o∞ 0.19 0∞ 

ARTI哩O回IDA(首足動柏門) 46.41 32.70 18.52 60.41 65.91 O.∞ 44.13 66.67 41. 48 64.55 35.∞ 43.12 
C即 STACEA(甲最綱) 46.41 32.70 18.52 60.41 65.91 O.∞ 44.13 66.67 41. 48 64.55 35.∞ 43.12 
OSTRACODA(貝虫亜綱} 0.31 0.32 1. 48 。∞ o∞ O.∞ O.∞ 。∞ 1. 70 O. 58 0.19 '0∞ 
口阻IPEDIA(蔓弱豆綱) 0.20 0.32 0.74 O.∞ O.∞ o∞ O.∞ 0.52 0.57 O.∞ 0.38 0∞ 
九位LA∞訂RACA(款甲豆開 45.59 31. 75 15.56 60.15 65.91 0∞ 43.78 65.63 39.20 63.69 34叫 43.12
Mysidaα，(アミ目) 1. 02 0.63 2.96 1.02 0∞ O.∞ 。∞ 2.08 3.41 2.31 0.38 0∞ 
C=盟使台(クマ目) 0.31 O.∞ 。∞ 。∞ 2.27 O.∞ 0.35 0.52 。∞ O.∞ 0.38 0.92 
Isopoda(等関目) 0.51 0.63 O.凹 0.76 0∞ o∞ 0.18 2.08 。凶1.44 0∞ o∞ 
Iゐtei也e(ヘラムシ科) 0.10 。∞ 。ω 0.25 0∞ O.∞ 。∞ 0.52 。∞ 0.29 0ωo∞ 

必叩hlpo也(諸掬目) 14.24 0.32 0.74 34.52 0.76 O.∞ 18.74 15.63 1.14 33.72 2鎚 6.42
白prellldae(ワレカラ拘 13.32 。∞ 0.74 32.74 0∞ O.∞ 18.39 11. 98 1.14 32.56 2.6官 2.75
白，p.，-illaaadiff[fl$(マルエラワレカラ) 0.10 。∞ 。∞ 0.25 0∞ o∞ O. 18 。∞ 。∞ 0.29 0∞ o∞ 

民叫凹d包(十関目) 28.89 2自52 11. 85 23鉛 59.85 0叩 23.99 43.75 34.66 25.94 29.42 35.78 
Macrura(長尾冊 5.53 11. 75 0.74 3.81 0.76 0∞ 6.30 7.81 1.70 2.02 6.92 10.09 
Aristeinae<チヒロエピ科) 0.10 O.∞ 。∞ 0.25 0∞ O.∞ 0.18 。∞ 。∞ o∞ 0.19 O.叩
Ari;Ja(OfIj(f"戸田[0/;官"'(ツノナガチピロエピ) 0.10 O.∞ 。∞ 。.25 O.∞ 0凹 0.18 O.∞ 。∞ o∞ 0.19 O.∞ 
Alpheid昌昌{テ7ポウエピ科) 0.10 0.32 O.∞ O.∞ o∞ o∞ 0.18 0凹 。∞ o∞ 0.19 O.∞ 
お岡田(異尾罰 1.43 0.63 1. 48 O.∞ 7.58 O.曲 0.18 1. 56 5.68 O. 58 1. 35 4. 59 
U'"甲 bii帥(アナジャコ科) 0.20 0.32 O.∞ 。∞ 0.76 0∞ 0.18 0.52 O.開 0.29 0.19 0∞ 
盈ョchy回(垣尾罰 21.93 17.14 9.63 20.05 51. 52 O.∞ 17.51 34.38 27.27 23.34 21.15 21.10 
Cacridae(イチョウガニ再) 0.10 O.∞ 。∞ 。∞ 0.76 O.∞ O.∞ 0.52 。∞ o∞ o∞ 0.92
P出 unidde(オウギガニ科) 0.10 。∞ O.∞ 。∞ 0.76 0∞ 0田 0.52 O.∞ O.曲。∞ 0.92
SIα=to開&(日開目) 0.61 0.63 。∞ oω3.03 O.∞ 0.53 1. 56 。∞ 0.29 0.96 0∞ 
Squilli血(ン刊科) 0.61 0.63 。ω 。∞ 3.03 0∞ 0.53 1. 56 O.∞ 0.29 0.96 0ω 

E四N凹 E凪IATA(鈍皮皇訪門) 5.43 9.52 4.44 0.76 10.61 0∞ 4.38 6.77 8.52 3.17 5.96 10.09 
訂E江田団DEA(星形績) 3.07 6.35 1.48 0.76 3.79 O.∞ 2.45 4.17 4.55 2.31 3.65 2.75 
回日OlDEA(ウニ嗣 0.92 O.∞ 0.74 O.∞ 6.06 0∞ 0.70 1.56 1.14 O.∞ 0.96 3.67 
α叩担.stroi也(タコノマクラ目) 0.10 。∞ 。冊 。凹 0.76 0∞ 。ー∞ 。∞ 0.57 0佃 0.19 O.∞ 
田 LOTHURO由日(ナマコ綱) 1.43 3.17 2.22 。曲 0.76 O.∞ 1. 23 1. 04 2島.! O. 86 1. 35 3. 67 
四.01'在日O回IATA(原宗藍幼) 0.10 O.∞ O.∞ 0.25 O.∞ 0田 。削 0.52 O.∞ 0.29 O.∞ o∞ 
田町田RDATA(尾索綱) 。ー10 。ω 。ω 0.25 O.∞ o∞ 。∞ 0.52 O.曲 0.29 0∞ o∞ 
四RTEBRATAr脊権監劫門) 7.07 0.95 14.81 11. 68 0ι∞ 13.51 8.23 5.21 3.98 6.92 7侃 3.67
印 ONDRICHTf古田{硬骨魚絹) 7.07 0.95 14.81 1l.68 O.∞ 13.51 8.23 5.21 3.98 6.92 7侃 3.67
口u間耐町田(ニシン目) 3.69 0.32 11.11 5.08 0∞ 8.11 4.38 3.65 0.57 2.02 5∞ 2.75 
α由明idae(ニシン科) 3.38 0.32 9.63 4.82 0∞ 5.41 4.20 3.13 0.57 2.02 4.62 1お
5JnJi1均お 1Ilclmみも'"企s(マイワシ) 3.38 0.32 9.63 4.82 0∞ 5.41 4.20 3.13 0.57 2.02 4.62 1幻
E咽叫ididae{カタクチイワシ科) 0.31 O.∞ 1. 48 0.25 0∞ 2.70 0.18 0.52 。∞ o∞ 0.38 0.92 
Dwmdist抑協叫カタクチイワシ) 0.31 。凹 1. 48 0.25 0∞ 2.70 0.18 0.52 O.叩 O.∞ 0.38 0.92 

住民if，町Y田(スズキ目) 0.31 。∞ 1.48 0.25 0∞ 5.41 O. 18 。ー∞ 。∞ O.∞ 0回 0∞
r.，i昭nathi也，(ヒイラギ科) 0.20 O.∞ 1. 48 。∞ o∞ 5.41 O.∞ O.∞ 。∞ O.∞ 0.38 0∞ 
&αmbriゐ，(サパ骨) 0.10 。叩 O.∞ 0.25 O.∞ o∞ 0.18 。∞ 。ωo∞ 0.19 0∞ 

Rate of自由 noprey w百 found 39.34 50.79 58.52 28.17 25.76臼.86 38∞ 34.90 43. 18 25.36 45.58 54.13 

No. of fish exami目d 976 315 135 394 132 37 571 192 176 347 520 109 

， See Fig.1 
キ*

Winter， ]an. -Mar.; Spring， Apr. -]une; Summer， ]ul. -Aug.; Autumn， Sep. -Dec 
間 (Forklength) Sma]]， 100孟FL(Fork length く200mm;1Jediurn， 200~玉FL<300四; Lar官e， 300三五FLく400mm


